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９○○草原・町営牧場を利用される皆さんへ

問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

道路の通行にご注意ください
　現在、町営牧場では、北海道が施工する畜舎建築
などの工事のため、大型車両が場内道路を通行して
います。
　７月上旬からは、一部道路改良工事のため、片側
交互による通行規制も行われます。９○○草原と町
営牧場付近を通行される皆さんには大変ご不便と
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。
　通行する際は現場の誘導に従い、十分に注意の
上、通行していただくようお願いします。

▼工事実施期間／６月上旬～12月下旬

▼片側交互通行規制期間
　７月上旬～10月下旬（予定）

▼片側交互通行規制場所／右図の太線箇所

▼大型車両通行場所／右図の破線箇所

問い合わせ先／北海道釧路総合振興局産業振興部
施設整備係☎０１５４９２４４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農村整備係☎０１５４９２４３

えこまち通信

スイフトウォーターレスキュー講習会を開催
エコツーリズム推進部会・釧路川源流域ネットワーク

　てしかがえこまち推進協議会エコツーリズム推進部会（榎本竜太
郎部会長）と釧路川源流域ネットワーク（祖父江健一会長）では６月
２日、スイフトウォーターレスキュー講習会を開催しました。
　講習会は、川での事故の際に、効率的で安全に救助活動を行う方
法を学ぶもの。町内で活動するアウトドアガイドの皆さんやレス
キューに関わる消防士など13人が参加しました。
　講師は、ＮＰＯ法人どんころ野外学校のガイドであり、レスキュ
ー３ジャパンのインストラクターでもある新野和也さん。初めに
机上講習で、チームづくりやリバーサイン（川で意思疎通を行うた
めの合図）、スローバッグ（水に浮くロープの入った救助用の道具）
など装備の使用方法について学びました。その後、釧路川で、川泳
ぎや浅瀬横断などの実技講習を実施。雨天で気温が５度前後と非
常に寒い中でしたが、参加者の皆さんは気合の入ったかけ声を上
げながら、真剣に取り組んでいました。
　釧路川での川下り体験は弟子屈の魅力の１つですが、自然を楽
しむためには日々の安全管理が欠かせません。万が一の事故に備
えることで危険を最小限に抑え、お客さまに安心していただくと
ともに、ツアーの質の向上にもつながります。同部会では、皆さん
が安心してツアーに参加できるよう、今後も継続して安全管理に関する取り組みをしていきたいとしています。
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　暑い日が続く季節となりました。今年は猛暑が予想され冷蔵庫が大活躍する夏になりそうです。

　今月は冷蔵庫の節電の取り組みを紹介します。

　小さなことからコツコツと！環境に配慮した行動の積み重ねが地球や

家庭の「エコ」につながります。

「エコ」って…？
　元々は「エコロジー」からきている和製英語です。エコロジーには生態学という

意味があり、そこから「生態・環境に配慮した行動・活動」を行う際に使われるよう

になりました。

冷蔵庫の節電に取り組もう!!

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

エコの
すすめ

ポイント①　開閉時間・回数を少なくする！
　冷蔵庫を開けている時間が長くなると、冷気が逃げ

て電力消費が増えてしまいます。よく使う食品や賞味

期限の近い物を手前に置いておくと、すぐに取り出せ

ます。

ポイント②　冷蔵庫の中に物を詰め過ぎない！
　冷蔵庫の中に物を詰めすぎると、庫内の冷気が循環

しにくいため、余計な電力を消費します。

ポイント③　熱い物は冷ましてから入れる！
　熱い物を冷まさずに入れると庫内の温度が上昇し、

冷やすのに余計な電力を消費します。

ポイント④　季節に合わせて庫内の温度を調節！
　冷蔵庫の中を冷やしすぎると余計な電力を消費し

ます。夏は冷蔵庫の温度設定を「中」に、冬は「弱」にする

ようにしましょう。

ポイント⑤　壁から適切な間隔を置いて設置！
　冷蔵庫の周囲が壁に接していると、放熱が妨げられ

て庫内に熱がこもります。冷蔵庫の周囲は５センチ以

上隙間を開けるようにしましょう。

熱中症などには十分注意して
無理なく取り組みましょう！

弟子屈町公共施設等総合管理計画を策定中
皆さんのご意見をお聞かせください!!

　高度経済成長時期や人口増加時期に集中的に整備された公共施設やインフラの老朽化が進んでいます。安全
性の確保やサービス水準の維持に対する懸念、施設の維持更新にかかる財政負担の増大に対する懸念が強まる
中、人口減少や人口構成の変化による公共施設などの利用需要の変化、住民ニーズの多様化などを踏まえた公共
施設のあり方を見直すことが必要になっています。
　町では「公共施設等総合管理計画」の策定を進めています。公共施設などの全体を把握し、分析をした上で、平
成52年までの人口動態と施設量を見据え、長期的な視点で更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行うことが目的
です。これにより財政負担を軽減・平準化するとともに、公共施設などの最適な配置を実現します。
　計画案に対する皆さんからの意見を募集します。ぜひ、ご意見をお寄せください。

▼ �計画案の公表方法／役場まちづくり政策課での閲覧と、町公式ウェブサイト（http://www.town.teshikaga.
hokkaido.jp/）での公開。

▼意見の提出期限／７月20日㈬　17時まで。

意見提出・問い合わせ先／役場まちづくり政策課財政係☎４８２‐２９１３（課直通）


